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シンシナティ大学との教育・研究連携と
サマープログラムの実施について
日本・ユーラシア文化コース 田草川 みずき
２０１２年７月、千葉大学はアメリカ合衆国オハイオ州のシンシナティ大学
との大学間交流協定を締結し、教育・研究面での交流を推進してきた。文学
部もこの協定締結を受け、日本研究領域の教員を中心に、シンシナティ大学
との様々な連携事業を行っている。その柱ともいえるのが、２０１５年度より毎
年５～６月に実施されている、 シンシナティ大学サマープログラムである。
本報告は、２０１８年度に行われた第３回シンシナティ大学サマープログラ
ムの概要を中心に、文学部におけるシンシナティ大学との、教育・研究連携
の取り組みについて紹介するものである。
【サマープログラム実施の経緯】
千葉大学文学部とシンシナティ大学との連携体制は、２０１５年６月、同大
学の日本文学研究者・Gergana Ivanova（ゲルガナ・イワノワ）氏の千葉大
学訪問にはじまる。以後、同年１０月の西田篤司副学長、米村千代評議員（現
文学部長）がシンシナティ大学訪問、翌２０１６年３月には、兼岡理恵准教授
も約３週間シンシナティに滞在するなど、人的交流が続いた。
兼岡准教授はシンシナティ滞在中、イワノワ氏および氏が所属するシンシ
ナティ大学A&S（Arts and Sciences）のスタッフと共に、同年６月に初開
催されるサマープログラムについて、具体的な協議を行っている。その成果
として、２０１６年６月９日から同２１日にかけて、第１回シンシナティ大学サ
マープログラム（於・千葉大学）が実施された。その後は２０１７年５月３１日
から６月１４日の第２回、２０１８年５月２９日から６月１４日の第３回に続き、
２０１９年度の第４回サマープログラムも既に日程が決定しており、プログラ
ム内容に鋭意改善を加えつつ、実施回数を伸ばしている。
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【サマープログラムの概要】
シンシナティ大学サマープログラムは、シンシナティ大学からの短期留学
生と、千葉大学の「国際交流論」受講学生を対象とした、英語による共同教
育プログラムである。千葉大学国際交流公募事業の「海外との組織的教育研
究交流支援プログラム」に毎年申請し、その助成を受けて様々なプログラム
を遂行している。
シンシナティ大学から１５名前後の留学生を、約２週間千葉大学で受け入
れ、これに関連するアクティブ・ラーニング型授業「国際交流論」（符号は
年度毎に交代。２０１９年度よりb・d）を文学部で開講、履修する千葉大学生
がその年のプログラムに参加する。プログラムのテーマは日本文化史・芸能
史で、プログラムの期間中に、シンシナティ大学のイワノワ氏と、文学部の
日本研究にかかわる複数の教員が、英語による授業を開講している。シンシ
ナティ大学・千葉大学双方の学生は、これらの授業を受講し、英語でディス
カッションを行う。
サマープログラム期間中には、講義の他に、オリエンテーション、ウェル
カムパーティー、着付け・茶道・郷土料理等の文化体験、講演会、亥鼻図書
館古医書見学、博物館見学、歌舞伎鑑賞会、映画鑑賞会、フェアウェルパー
ティーなどが企画されている。このうち、オリエンテーション・ウェルカム
パーティ・文化体験（着付け・料理）・フェアウェルパーティーについては、
「国際交流論」を受講する千葉大学生が担当を決めて、事前準備および司
会・進行を英語で務める。
文学部の各コースの学生に加えて国際教養学部の学生の履修も認められ、
毎年受講生の好評を得ており、符号が変わった翌年に再履修する学生も少な
くない。
【第３回シンシナティサマープログラム】
２０１８年度・第３回シンシナティサマープログラムは、５月２９日（火）か
ら６月１４日（木）の２週間で実施された。これに先立ち、文学部において
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は「国際交流論b」が開講され、ターム１の水曜日５限に事前学習が始まっ
た。当該授業のシラバスの一部を、以下に引用したい。
概要
海外協定校であるアメリカ・シンシナティ大学（University of
Cincinnati以下、UC）から文学部を訪問する短期受け入れ留学生と交
流し、相互に言語・文化・社会を学習するとともに、文化的背景の理解
に立脚したコミュニケーション能力を実践的に養成する。
目的・目標
千葉大学の協定校であるUCから短期研修の留学生を受け入れ、UC学
生の日本語教育・日本文化研修に寄与するとともに、学生同士の交流と
千葉大学の国際化を促進することを目的とする。アクティブ・ラーニン
グによって相手国の文化・言語・社会を学び合う過程において、直接出
会い、意見を交わし、行動をともにする中でグローバル化社会の現状と
課題、世界から見た日本研究の意味・意義を把握する。
授業計画・授業内容
５月２９日～６月１４日の約２週間、UC学生とともに、UC教員・ゲルガ
ナ・イワノワ准教授（日本近世文化・文学専攻）、および千葉大学の教
員の授業を合同で受講（使用言語は原則として英語）するとともに、学
外参観等も含めた交流を行う。
４月１１日（水）５限：ガイダンス ※必ず出席のこと
４～５月：UCサマープログラムに関する事前学習
（英語による日本、日本文化、千葉大についての紹介文作成、交流会
運営についてなど）
５月末～６月初旬〈約２週間〉：UCサマープログラム
・UC、千葉大教員による講義（使用言語は、原則として英語）
・学外見学（江戸東京博物館、浅草など）
・日本文化体験（房総太巻き作り、茶道、着付けなど）
・交流会
６月下旬・水曜５限：総括（プログラムの振り返り）
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事前学習授業は、４月１１日のオリエンテーションにはじまり、１８・２５日、
５月９・１６・２３日の計６回実施された。うち、５月９日の授業では、パー
ティー等の実施個所でもあるEnglish Houseを利用している。この他、履修
学生の自主的な準備活動も、担当ごとに様々な形で行われた。
こうして迎えた５月２９日から６月１４日までの、第３回サマープログラム
期間中の詳しいスケジュールは以下の通りである。
５／２８（月） シンシナティ学生到着
５／２９（火） 江戸東京博物館見学／オリエンテーション／Welcome Party
５／３０（水） シンシナティ学生日光日帰り旅行
６／１（金） 講義（イワノワ）／講義（田草川）／文化体験（浴衣着付け・折
り紙）／Chat time
６／２（土） 千葉市美術館見学／国立劇場歌舞伎見学／お台場観光
６／３（日） シンシナティ学生自由行動日
６／４（月） シンシナティ学生京都日帰り旅行
６／５（火） 亥鼻図書館古医書コレクション見学・講義（竹内）／平安装束
着付け会・講義（青柳・柴）
６／６（水） 歌舞伎座見学／浅草・元吉原見学
６／７（木） 講義（池田）／講義（イワノワ）／Chat time／茶道解説・体験
（三田・千葉大茶道部）
６／８（金） 講義（イワノワ）／講義（大原）／文化体験（房総太巻き作り）／
Chat time
６／９（土）～１０（日） シンシナティ学生ホームステイ
６／１１（月） Chat time／公開講演会・ラウンドテーブル（イワノワ・マル
コビッチ・大原・岡部・柴・竹内・田草川）
６／１２（火） シンシナティ学生自由行動日
６／１３（水） 講義（米村）／講義（イワノワ）／映画鑑賞会・ディスカッショ
ン／Farewell Party
６／１４（木） シンシナティ学生帰国
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「国際交流論」履修学生は、上記のうち、８コマ分以上のプログラムに参
加することが単位取得の条件である。英語による講義を担当した文学部教員
は、日程順に報告者（田草川みずき准教授）、竹内比呂也図書館長、柴佳世
乃教授、池田忍教授、大原祐治教授、米村千代文学部長の計６名。なお、
今年度はサバティカル中だが、例年ならば兼岡理恵准教授と内山直樹教授
の、講義および古医書解説がある。また、平安装束着付け会には、文学部の
非常勤講師も勤められた東京成徳大学教授・青柳隆志氏、茶道解説・体験に
は、本学茶道部および同部顧問の三田宗菜氏の助力を得ている。
着付け・郷土料理などの文化体験は、ボランティア団体であるけやき倶楽
部・国際理解グループの全面的な協力により実施されている。シンシナティ
学生、千葉大学生双方にとって、異年齢の社会人と関わる貴重な機会であ
り、特に事前準備を行う千葉大学生の文化体験担当者は、より良いプログラ
ムとするための打合せ等を通じ、人生の先輩であるボランティアの方達か
ら、多くのことを学んでいるようである。
こうして、初対面の際にはややぎこちなかったシンシナティ学生と千葉大
学生も、様々なプログラムを経たのちのフェアウェルパーティーではすっか
り打ち解けて、英語での会話も大分滑らかになり、連絡先を交換する姿も見
られる。シンシナティ学生の帰国後、「国際交流論」の最終授業として総括
の時間を設けているが、受講後の感想として印象的かつ多数を占めるのは、
このプログラムに参加する意義は、短期間に飛躍的に英語力がupする、と
いうよりも、英語でコミュニケーションをとることへのハードルが下がり、
お互いの文化をより理解するために、英語をもっと学びたいという強い学習
意欲が湧いてくることだ、というものである。
その他、総括時や最終レポートに記された受講生からの意見・要望は、次
年度のサマープログラムを計画するにあたり、参照すべき貴重な資料となっ
ている。例えば、英語による教育プログラムに対し、日本に興味を持って短
期留学してきたシンシナティ学生が、もう少し日本語に触れる機会を作った
方が良い、との履修生の意見を反映したのが、期間中に数回設けられている
Chat timeで、千葉大生とシンシナティ学生によるLanguage Exchangeを
企図し、第２回サマープログラムから導入された。
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【研究面での連携について】
第３回シンシナティサマープログラムでは、シンシナティ大学と千葉大
学教員による、公開講演会およびラウンドテーブルが実施された。公開講演
会は、サマープログラムで毎年行われてきたが、ラウンドテーブルは初の試
みである。
公開公演会には、「日本の外で日本を学ぶ―アメリカにおける実践から考
える日本語・日本文学の研究と教育」との共通テーマを立てた。イワノワ氏
による講演「Why Study Japanese Literature outside Japan？」に続き、
イワノワ氏とともに来日された順子マルコビッチ氏に、シンシナティ大学で
日本語教育に携わる立場から、「米国大学における日本語教育の現状」との
題でご講演いただいた。本報告の後半では、この二講演の抄録を掲載する。
公開講演会の第二部として、報告者（田草川）がファシリテーターを務め、
講演者のイワノワ氏・マルコビッチ氏、千葉大学文学部から竹内比呂也・柴
佳世乃・岡部嘉幸・大原祐治の各氏にご登壇いただき、ラウンドテーブル
「誰に、どのように伝えるのか？―日本語・日本文学研究の現状とこれか
ら―（シンシナティ大学および千葉大学の教員による共同討議）」を行った。
常に身近に接している千葉大の教員同士ではあるが、このような形・場所
で議論する機会はそう多くはない。第一部の講演内容を踏まえて様々な問題
についての意見交換がなされたが、例えば資料のデジタル化、翻訳や翻刻、
授業設計等の問題をはじめ、国外における日本語・日本文学教育を考えるこ
とから、日本国内での教育、さらには国内外にかかわらず、語学・文学を「学
ぶことの意義」にまで話が及び、たいへん刺激的かつ有意義な会となった。
そもそも、シンシナティ大学と千葉大学文学部との研究面での交流は、早
い段階から始まっている。２０１６年３月、兼岡准教授が第１回サマープログ
ラム開催のためシンシナティに滞在した際に、同大において、学生への講義
と、学生・一般を対象とした講演「Concenptualizing Deities and Nature in
Ancient Japan」を行った。また、第１回サマープログラム実施直後の２０１６
年７月には、シンシナティ大学A&Sで、日本美術を教える平山美樹子准教
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授が千葉大学を訪問している。さらに２０１８年３月、柴教授と報告者（田草
川）もシンシナティ大学に赴き、講義および学生・一般向け講演「Demons
and Tengu: The Spirit World in Medieval Japan」（柴）・「Return from
Death: Puppet Theater PlayYoshitsune and the Thousand Cherry
Trees」（田草川）を実施した。同年５月には、シンシナティ大学の平山氏
が、千葉大学文学部で氏の専門領域に関わる授業の見学をされている。
第３回サマープログラムを経た２０１８年９月、シンシナティ大学のVisiting
Scholarへの応募・採択を経て、兼岡准教授がシンシナティ大学を再訪し、
この際にも、「Representations of Borders in Ancient Japan」と題しての
講演が行われた。
【シンシナティ大学との連携のこれから】
以上のように、千葉大学文学部とシンシナティ大学A&Sとの、教育・研
究面での連携はたいへん強固なものである。そして今夏、文部科学省「大学
の世界展開力強化事業」に、千葉大学の事業「COILを使用した日米ユニー
ク・プログラム」が採択された。この計画では、千葉大学の米国における交
流校として、シンシナティ大学を含む４つの米国大学が挙げられている。
文学部とシンシナティ大学との交流は、既に実績があり、上記事業において
も重要な位置を占めているといえよう。来年２０１９年度の第４回サマープロ
グラムでは、この事業を活かし、オンラインあるいは録画コンテンツによる
事前・事後学習プログラムの充実を図る等、新たな試みを検討している。
シンシナティサマープログラムは、文学部の多くの方々の協力によって、
これまで無事実行されてきた。しかしながら、今年度から５カ年計画とい
う「COILを使用した日米ユニーク・プログラム」との関連で、来年度以降、
文学部とシンシナティ大学の連携は、さらなる発展が期待されている。シン
シナティサマープログラムについて、文学部諸氏の、よりいっそうのご助力
を希う次第である。
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２０１６年６月２１日（火） 第１回サマープログラム フェアウェルパーティー
（千葉大学・English House）
２０１８年６月１１日（月） 公開講演会・ラウンドテーブル
（千葉大学・マルチメディア会議室）
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〇公開講演会「日本の外で日本を学ぶ」抄録
Why Study Japanese Literature outside Japan?
University of Cincinnati Gergana Ivanova
In a rapidly and continuously evolving academic landscape, it could benefit
professors to periodically review and assess the efficacy of course materials
and pedagogical strategies used in the classroom. Adopting such a practice
directly applies to the teaching of literature courses. Such courses have been
broadly characterized as not offering enough useful knowledge or practical
skills for modern day students. The situation is even more challenging for
courses in premodern Japanese literature because of the cultural, temporal, and
geographical remoteness of these topics for North American students. As the
only Japanese literature specialist at the University of Cincinnati, I was hired to
cultivate interest in Japanese literature, increase the number of students taking
Japan-related courses, and raise the visibility of the Asian Studies program. In
this essay, I would like to share some of the strategies I have used over the
past six years in attempts to enrich the Asian Studies curriculum. The questions
that have guided me are: How can we promote Japanese literature courses more
efficiently on our campus? What are the benefits of studying literature? and
How do we communicate them to students?
Cultivating Interest
Joining the University of Cincinnati, I was expected to teach courses such as
“Topics in Premodern Japanese Literature”or“Topics in Modern Japanese
Literature”which had already been created. The low enrollment in the first
year helped me realize that the inclusion of the name of the discipline,
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specifically literature, in the course title is less likely to attract students’
attention. To remedy the situation, I conducted a survey among students asking
them about their interest in Japanese cultural topics. Based on their answers, I
developed courses that focused on themes such as monsters, geisha, and
samurai. In these courses, we explore how Japan’s cultural icons have evolved,
how the supernatural and the strange have been perceived over the centuries,
and what agents have contributed to such representations. Through a theme that
is appealing to students, I can still teach a broad range of literary works from
the eighth century to the present and expand students’worldview. Making a
course relevant to students’lives helps them see its usefulness and consequently
fills a classroom. Moreover, an attractive theme-based title has the potential of
drawing the attention of students from various disciplines, unlike a title that
only states the discipline and is unable to communicate to students what they
will learn and how they will benefit from it.
Skills
A catchy course title can attract students but will not necessarily retain them.
In the introductory session of each course, I tell students why the course is
important and what they can gain from it. I link it to contemporary issues,
including gender and racial inequalities, stereotypes, pop culture, and violence.
Knowledge about a different culture helps one gain a new perspective of their
own culture and make sense of contemporary society. Being able to draw from
various cultures and time periods, one can come up with more solutions to
current issues. For example, the similarity of cultural production in the Edo
period （1603―1867） with contemporary literary culture where scholarly
editions of classical texts are sold side-by-side with manga adaptations can
offer insights into why we continue to read texts of the distant past.
Understanding literary and visual representations of Japanese warriors over
time helps one detect misconceptions about Japan in Hollywood movies and
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video games, and dismantle stereotypes. Moreover, learning about ideologies
and trends that led to specific views of Japanese women over the centuries
equips one with skills necessary to address gender inequalities in modern-day
USA.
I further emphasize the transferrable skills that students will develop to
increase their desirability on the job market. Students learn to analyze texts,
find evidence to support their argument, present evidence in a convincing way,
and draw links among literary works and between textual and visual
representations. Outside the classroom, these skills enable them to think
critically and creatively, make convincing arguments, and ask effective
questions which are accomplishments leading to success in many career
contexts.
Projects
The assignments I design in my courses promote epistemological growth so
students have the ability to become producers／creators of knowledge. Such
assignments engage students as active learners and encourage the creation of
new ideas from previous information. Assignments such as online journals and
the“monster”project are two such examples. I assign the online journals in
my upper-level course titled“Gender, Sexuality, and Popular Culture in Early
Modern Japan.”In lieu of an exam, students use the website sutori.com to
make an entry for each reading covered in the course and record the theme, a
brief summary, questions that the reading raises, and how it is related to the
theme of the course. Not only does this assignment show whether a student has
read all the works, but it also allows students to engage with the readings more
deeply and retain knowledge longer.
The monster project is another assignment, which has allowed me to increase
students’engagement with the course content. In my course“Demons, Ghosts,
and Monsters in Japan,”which examines how the Japanese imaged the strange
シンシナティ大学との教育・研究連携とサマープログラムの実施について
１８５
from the eighth century to the present, students have to create a supernatural
creature of their own. This creature may come either from Japanese literature
or from students’own experience. In both cases, students have to link the
monster to a specific time period in Japanese history and explain what trends
or ideologies have shaped that idea. Such an activity demonstrates students’
understanding and knowledge about Japanese literature and cultural history.
Many choose to introduce“monsters”in their lives, ranging from mental health
illness, to lack of free time, to bad habits they have developed. Thus, the
course offers students tools to deal with problems of their own, make sense of
the world in which they live, and apply the knowledge they have acquired to
current issues.
Conclusion
As students need to keep up with the dynamic present, we as educators also
have to revise our courses on a regular basis and consider what we teach, how
we teach it, and why we teach it. Literary studies are a discipline that is not
usually viewed as directly linked to profitable jobs and high-demand careers.
However, repackaging literature courses to emphasize the value of the skills
and knowledge they offer enables us not only to attract more students, but also
have impact on their lives. Japanese literature, in particular, contains rich
themes that can spark creative problem solving, critical thinking, and
inspiration, and we need to give an opportunity to more young people to gain
this formative experience.
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「米国大学における日本語教育の現状」
シンシナティ大学 日本語講師 マルコビッチ順子
１．は じ め に
本稿は、「米国大学における日本語教育の現状」と題して行なった千葉大
学文学部公開講演会の抄録である。講演の主な目的は題の通り米国における
日本語教育の現状の紹介、また全米で推奨されている外国語教育理念の指針
の紹介をすることである。米国大学での過去１２年間の日本語教師生活の中
で思索してきた、これら教育理念を実現するための具体的な教室活動や授業
での取り組みについて報告した。さらに、外国語教育のみならず、あらゆる
分野で今後ますます必要とされる２１世型スキルの養成のための語学教育の
役割、課題についても検討した。
２．米国大学における外国語学習者
講演では様々な統計を元に、近年の米国教育機関における外国語学習者の
動向を紹介し、これまでの傾向や今後の懸念などについて報告した。主な傾
向としては、一般に米国では大学生の外国語離れが進んでいることである。
英語がますます世界共通語として浸透してきた影響か、米国大学では外国語
を必修としない傾向が続いており、それが大きな原因の一つであると考えら
れる。２０１６年度に履修率が一番高い言語はスペイン語で、日本語は４番目
に位置している。全体的にどの言語でも履修者数が減少している中、日本語
と韓国語だけが過去３年間に履修者数が伸びており、ポップカルチャーへ
の関心が一因であると考えられる。また小中高を含む教育機関では、日本語
学習者数は年々増加しており、２００３年から２０１５年の過去１２年間には日本語
学習者数の２２％の増加が見られ、 日本語教師としては喜ばしい現状である。
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しかしながら、全米各地での教育予算削減のため外国語教育は打撃を受けて
おり、日本語学科の廃止も増加している現状である。
３．American Council on the Teaching of Foreign Languages全米外
国語教育協議会の推奨する外国語教育理念とは
全米外国語教育協議会は教育基準を次の５つの指針を通して定めている。
１）コミュニケーション ２）文化理解 ３）コネクション
４）比較 ５）コミュニティー
これら５つの指針が目指すもの、またその目的を達成するためにどのよう
な教室活動を行なっているかについてそれぞれ具体例を紹介した。例えば
１）のコミュニケーションと一口に言っても、さらに対人的、解釈的、提示
的コミュニケーションに分けられており、これら３つのモードのコミュニ
ケーション能力がバランスよく培えるような指導要項を作成しなければなら
ない。学生が日本語でブログを書き、互いのブログを読み、オンラインでコ
メントをし合うという課題を通して、コミュニケーションの目的また対象を
明確にすること、そして３つのコミュニケーションモードをバランスよく
取り入れる工夫について例を挙げた。３）のコネクションとは、他の分野の
知識との関係性を培う必要性を指している。近年、単に言語を学ぶだけでは
なく、学習している言語を通して他の分野の知識を深めるという学習内容を
重視する教育が注目されている。日本語教育における内容重視教育の一例
や、この教育法においてよく用いられている「バックワードデザイン」とい
う授業設計の仕方も紹介した。５）のコミュニティーとは、教室という狭い
枠を超えて、住んでいる地域や社会に学習内容を応用できる機会を設けるこ
とを指している。日本からの留学生に向けてのアメリカ文化の紹介や、大学
紹介を発表またはビデオの作成という形で課題とし、日本語学習のモチベー
ションを高めると共にこの指針の実現を目指している。またシンシナティ在
住の日本人や、日本の協定大学また姉妹都市の国際交流協会に協力を求め、
会話パートナーの紹介にも取り組んだ。
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４．２１世型スキル養成に向けて
コミュニケーション能力、情報活用力や協働能力など、様々な文化背景を
持つ人々と暮らす知識産業社会でよりよく生きるための様々なスキルは、総
合的に「２１世紀型スキル」と称されている。全米外国語教育協議会もこの２１
世紀型スキルに着目し、外国語教育を通して２１世紀型スキルの養成に取り
組むよう提唱している。これに応じて「ジグソー活動」と言われるグループ
内でそれぞれが予め渡された情報を共有し合い、最終的な答えを導き出す教
室活動方法を日本語の授業に取り入れた。またインターネットを用いて情報
収集をしたり、スカイプなどのツールを用いて日本人にインタビューをする
ことで答えを出す課題なども情報リテラリーの発達に有効な方法である。こ
れまで言語運用能力の発達に焦点を当ててきた外国語教育だが、このように
日本語を用いて情報収集し、それを活用する能力や、学習者がコミュニケー
ションを通してプロジェクトなどのあるゴールに達成する協働作業スキルな
どの発達も今後視野に入れる必要性があるだろう。
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